
               学術変革（Ａ）（計画）８－（１） 

（ｂ）研究遂行能力及び研究環境（研究代表者） 

（１）研究代表者のこれまでの研究活動	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

（２）研究代表者の研究環境	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

（３）研究組織全体の研究環境 

	

	

	

	

	

	

	

	

研究者 

（代表） 

（ふりがな）	

氏名	

	

	

生年月日	

（年齢）	

年	 	 月	 	 日	

	 	 	 	 	 	 （	 	 	 歳）	

所属研究機関・

部局・職	
	 学位	 	

応募者の研究計画の実行可能性を示すため、(1)研究代表者のこれまでの研究活動、(2)研究代表者の研究環境（研究遂行に

必要な研究施設・設備・研究資料等を含む）、(3)研究組織全体の研究環境（研究遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等を

含む）について記述すること（２頁以内）。	

「(1)研究代表者のこれまでの研究活動」の記述には、研究活動を中断していた期間がある場合にはその説明などを含めても

よい。	

研究代表者・研究分担者ごとに作成・添付	

○本留意事項の内容を十分に確認し、研究計画調書（計画研究）の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○ 

 

留意事項： 

1. 研究業績（論文、著書、産業財産権、招待講演等）は、網羅的に記載するのではなく、本研究計画の実行可能性を説

明する上で、その根拠となる文献等の主要なものを適宜記載すること。 

2. 研究業績の記述に当たっては、当該研究業績を同定するに十分な情報を記載すること。 

例として、学術論文の場合は論文名、著者名、掲載誌名、巻号や頁等、発表年（西暦）、著書の場合はその書誌情報、な

ど。 

3. 論文は、既に掲載されているもの又は掲載が確定しているものに限って記載すること。 

4. 研究組織が研究代表者のみで構成される場合には、「（３）研究組織全体の研究環境」の記述は不要です。 

 

○本留意事項の内容を十分に確認し、研究計画調書（計画研究）の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○ 


